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学位論⽂題⽬ 
顎関節変性疾患におけるバイオマーカーに関する研究 
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顎 関 節 変 性 疾 患 （ Degenerative joint disease of the 

temporomandibular joints : DJD-TMJ）は、関節組織の変形と同時に

⽣じる下顎頭や関節結節の変性疾患である。顎関節のみならず変形

性膝関節症などの変形性関節疾患の臨床において、放射線画像診断

が主要な診断法であるが、疾患早期段階で⽣じる関節軟⾻の破壊を

描出することができない。したがって、疾患の程度や進⾏の予測性な

どに有⽤なバイオマーカーの同定が重要である。本研究では、特発性

あるいは進⾏性下顎頭吸収（ICR/PCR）患者に対して採⾎・採尿を

実施し、患者の⾎清 CCL5 濃度を調べ、バイオマーカーとしての有

⽤性を検討した。また、⾎清および尿中の⾻代謝マーカーレベルも測

定し、顎関節変性疾患の発症と全⾝⾻代謝との関連の有無を検討し

た。 


